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※この文書は、コンサート当日来場者にお配りするプログラムに掲載する曲目解説の原稿

ですが、金川先生より団員の楽曲への理解を深めるために事前に配布するようご提案があ

りましたので、ホームページ内の団員向け頁に掲載しますとともに、ホームページを閲覧出

来ない方のためにプリントして練習会場受付に置くことにしたものです。歌唱に際し大いに

参考にされてください。                                 広報委員会 

 

曲目解説 音楽監督 金川 明裕 

 ハイドンの「四季」は、1799 年から 1801 年にかけ書き進められ、1801 年

春ウィーンで初演された。当時彼はすでに齢 70 を迎えようとしていた。バロ

ック後期に幼い聖歌隊員としてキャリアをスタートさせ、古典派を代表する作

曲家の一人となった偉大な巨匠の、それは最後の大作であると同時に、19世紀

ロマン派の到来を預言する重要な作品となった。 

 ハイドンは終生を通じエステルハージ侯家に仕えたが、最初の主人であるニ

コラウスⅠ世はどちらかというと世俗曲好みで、主に器楽曲やオペラを彼に求

めた。管弦楽や室内楽の膨大な作品数はそのためである。宗教音楽作品の多く

は 1796 年以後に集中しているが、これは新たに仕えたニコラウスⅡ世が強く

望んだからであろう。 

 またゴットフリート・ファン・スヴィーテン男爵との交流も、彼に合唱と管

弦楽の融合を目指させる大きな要因となった。男爵は「古い音楽」、つまりバロ

ックの多声音楽を大層好み、この時代のオラトリオを上演するための支援団体

「騎士同盟協会」を組織していた。のみならず、新作の上演をも計画し始め、

ハイドンをヘンデルの後継者たる作曲家として、多額の報酬でオラトリオの作

曲を依頼した。記念すべき第１作となったのが「十字架上のキリストの最後の

７つの言葉」である。この作品の成功が「天地創造」の誕生へと繋がる。 

 「四季」はその「天地創造」の続編として構想されたが、でき上がった作品

は単なる続編というものをはるかに凌駕したと言ってよい。演奏時間だけみて

も、30 分程長いのである。老いの体調をしきりに愚痴っていたにも係わらず。

ファン・スヴィーテンは、18 世紀スコットランドの詩人ジェイムズ・トムソン

の長大な牧歌詩「四季」を原作として、自由に翻案しながら台本を作った。ハ

イドンはこの 4 章を各々30 分位の音楽にまとめた。その長さはバッハの教会カ

ンタータとほぼ同じで、カンタータの組み合わせという発想はバッハの「クリ

スマス・オラトリオ」を想起させる。また章の終いが神を賛美するフーガで括

られるのも、バッハやヘンデルのスタイルを踏襲したものであろう。 
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 旧い型を用いながら、しかしオペラさながら作中いたるところにアリアや二

重唱を鏤
ちりば

め、また多彩な音の動きで自然界の音（動物たちの啼き声や、雷鳴・

嵐などの現象）を活写する筆法はまさにロココ＝古典派のものであり、そのた

めにそれ迄は使用を避けてきたピッコロ・フルートまで動員している。 

 「天地創造」では天使が語り役となって神について説いてゆくが、「四季」で

は中心となる語り役も、はたまた明確に性格づけのなされた人物が登場するわ

けでもない。ハンネとルーカスが恋の二重唱でじゃれあう場面もあるが話の筋

に大きく関わることはなく、基本的には単なる傍観者として、合唱と一緒に、

あるいはソロやレチタティーヴォをはさみながら、自然の移ろいを坦々と描写

していく。敢えて言えば、主役は人間の生活そのものであり、さすれば合唱こ

そこのオラトリオの本質だと捉えることもできそうだ。 

「春」 荒々しい「冬から春への移り変わりを描く序奏」で始まる。次いで

ジーモン役のバス歌手からテノール（ルーカス）、ソプラノ（ハンネ）と声が高

くなるにつれ、彼らの囲りの自然も春らしい華やぎを増す。この後合唱が初登

場、新たな季節の到来を喜ぶ歌を、のどかな田園曲
パストラーレ

の典型ともいうべき 6/8拍

子で歌いあげる。老農夫は愉しげな歌を口笛で吹きながら、大地を耕し始める。

口笛はピッコロで奏でられるが、ハイドンがこの楽器のために音楽を書いたの

は実のところ、これが初めてだった。ルーカスが冬を耐え抜いて出会う春の喜

びに言いつのり、続いて気候が順調であるようにと祈る三重唱となり、その歌

は最後にフーガ形式となって合唱も加わる。このフーガ主題がモーツァルトの

レクィエムの「奉献文」の一節と同一であることに注目していただきたい。そ

こからハンネのレチタティーヴォへと音楽は続き、「春」の章の最後は喜びの歌

で締め括られる。ソロから二重唱へと至る部分で、春のさなか動物たちが跳ね

回るさまを音の動きで描写しているのが興味深い。そして三重唱へ  と歌い

手が増えていった後、合唱が加わると音楽は唐突にニ長調から変ロ長調へと変

わり、打楽器を伴った金管の力強いファンファーレが響くや、歌い手たちは「永

遠にして、全能の、慈悲深き神よ」と讃美するのである。途中、再び三重唱に

なってテンポを緩め、合唱もそれに続くが、再び速さを戻すと、精緻に作りこ

まれたフーガが始まる。ソプラノが歌いあげる高いＢ音での掛留が印象に残る

一節である。 

「夏」 ２つの大きなまとまりからなる章全体を通じて、夜明けから夕暮れ

までの経過が描き出される。曇り空が静かに明るくなっていく様の序奏に続き、

カッコウの啼き声（オーボエ）の傍ら、ルーカスが夜明けの情景を描写する。

やがてジーモンが家畜に草を喰ませに出掛けてゆくが、この部分で聴かれるホ

ルン独奏は、６年後にベートーヴェンが交響曲第６番「田園」で聴かせるそれ
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と相通じる。このあたりで漸く太陽が昇ってくるが、ラールゴの半音階的上行

は「天地創造」の同様の場面を強く想起させずにはおかない。三重唱に合唱が

加わりアッレグロとなって、高らかに太陽讃歌が展開される。 

 後半ではこの季節の余りありがたくない側面が描かれる。曇り空にもめげず

勢いづく麦の若い力になぞらえてみせるジーモンの歌も空しく、日照りは大地

を渇きで苦しめ、人も草木も喘いでいるとルーカスが歌う。ハンネは木陰や川

辺の涼風を楽しむが、ジーモンは遠目に嵐が近づいているのを見逃さない。雷

光（フルート）と雷鳴（ティンパニの連打）、そして不気味な弦のピッチカート

の後、合唱はアッレグロ・アッサイで逃げまどう人々の恐怖を歌う。フーガは

凄惨な展開をしめす。 

 嵐が去り、穏やかさが戻ってくると、囲りからは鳥や虫、蛙の声さえ聞こえ

てくる。やがて晩鐘が鳴り、夕星が現れる。村の楽団が愉しげに夕べのひとと

きを思わせる音楽を奏で、やがてレントラー（オーストリア村落の素朴なる３

拍子の舞踊）のリズムのうちに音量を下げながら、安らぎへと向かうのである。 

 

「秋」 穏やかなメヌエットのリズムで始まる導入部が「豊かな収穫に恵ま

れた農民たちの満足」を写したあと、ジーモンにハンネ、ルーカス、そして合

唱も加わり、見事な勤労讃歌が織り上げられる。この部分はスヴィーテンのた

っての所望で書かれたもので、ハイドン自身は乗り気でなかったとも伝えられ

ているが、それに続く部分では不満を一気に解消するかのように、個性溢れる

曲が並ぶ。 

 まずはハンネとルーカスの屈託のない恋の二重唱。そして秋ならではの風物

詩、狩猟の場面である。ちなみにトムソンの原作では、「死」と表裏一体となっ

たこのスポーツに批判的な色彩が強いのだが、ハイドンはオーケストラの楽器

法を最大限駆使して、微にいり細にいり写しだそうとしている。獲物を仕留め

るティンパニの一撃。雄々しく吹き鳴らされるホルンのユニゾンには狩猟時の

角笛信号がたっぷりと盛り込まれ、聞く人が聞けば、「騎士同盟協会」の貴族た

ちであれば一瞬にして状況を理解したであろう。独唱者３人のレチタティーヴ

ォで合唱にほんの少し息をつかせ、ワインの恵みを讃える合唱曲を繰り出して

みせる。オーストリアはローマ時代から続くワインの名産地、ハイドンが黙っ

ている筈がない。自ら「飲みすぎフーガ」と綽名した管弦楽に合唱が加わると、

音楽は複雑な多声の交錯となり、最後には飲みすぎた人々が喧嘩まで始める始

末で、華やぎの中、章は終る。 
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「冬」 陰鬱な短調で始まる。序奏で濃い霧が描き出されたあと、ジーモン、

ハンネのレチタティーヴォに続いてハンネのカヴァティーナと続くが、ここで

は「光と生命」を失った世界への落胆が歌われる。そのあとルーカスのレチタ

ティーヴォとアリアになるが、彼が語るのは凍りついた自然と、その風景のな

かで道を失ってしまう旅人である。トムスンの原作では旅人が亡くなるところ

まで描かれるが、ハイドンとスヴィーテンの「四季」では、ドイツ・ロマン派

的な登場人物＝さすらう旅人は結局のところ、どうにか温かい炉辺にありつく

ことができるのだ。 

 炉辺ではハンネをはじめ女たちが糸紡ぎの歌を聴かせる。このシーンはシュ

ーベルトの「糸を紡ぐグレートヒェン」やワーグナーの「さまよえるオランダ

人」さえも連想させる、ロマン派を先取りしたような一節だ。そのあとルーカ

スの前ふりに続いてハンネが一同に譚詩を聞かせるあたりなども、19世紀のオ

ペレッタさながらの仕上がりで興味深い。馬鹿殿様の笑い話で座が盛り上がっ

たと思いきや、音楽は再び様相を一変させ、ジーモンが人間の生命には限りが

ある  と、暗い空を見上げ呟く。四季折々の喜びを思い返しながら、「それら

は何処へ行ってしまった？みんな夢のように消えていった。最後に残るのは美

徳だけだ」と歌い、いかにもオラトリオ然とした、信仰心を呼び覚ますフィナ

ーレへと向かう。三重唱をへて、２群のコーラスの掛け合いで問いがなされる

と、「永遠の春が栄え、限りない至福が、正しき者に与えられる」と、天国での

暮しが示唆される。春という季節が「再生」もしくは「復活」をイメージして

いることに注目したい。 

 ハイドンは最後に壮麗かつ精悍なフーガを配することで、40年来培ってきた

数々の業績の総決算ともいうべき傑作を完成させた。何と見事な締めくくりで

あったろう。 

 

以上 


